
発行　京都府宇治市

編集　広　報　課

〒611京都９宇治市

宇治琵琶33番地傘
12/ 1

市政情報いつでも24時間

テレホンサービス
昭和62年
(1987年)

電謡(0774)22－3141

●毎J日日･Ｈ日･21 日兌行

第793号

　　　　　宇治市政ダイヤル９t

、20－0100

思
春
期
の
意
見
を
力
強
く

　
十
一
月
十
四
日
出
、
。
何
を
考
え
、
何
を
悩
み
、
何
を
求
め
て
い
る
か
”
を

テ
ー
マ
に
、
第
六
回
「
中
学
生
の
主
張
」
大
会
が
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
で
開

か
れ
、
中
川
保
君
（
広
野
中
二
年
）
ら
十
八
人
が
意
見
を
発
表
し
ま
し
た
。

同
大
会
は
、
宇
治
市
の
教
育
委
員
会
、
連
合
育
友
会
、
青
少
年
健
全
育
成
協
議

会
の
主
催
に
よ
る
も
の
で
、
青
少
年
問
題
が
社
会
的
課
題
と
な
っ
て
い
る
今

日
、
市
内
の
中
学
生
が
互
い
に
意
見
を
発
表
し
合
い
交
流
す
る
機
会
を
設
け

る
と
共
に
、
保
護
者
や
市
民
の
中
学
生
に
対
す
る
認
識
と
関
心
を
高
め
る
こ

と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

庭
・
地
域
・
学
校
生
活
で
考
え
る
こ

と
の
三
つ
が
課
題
。
市
内
九
校
（
九

千
三
百
二
十
二
人
）
か
ら
逗
ば
れ

た
各
校
二
人
ず
つ
合
計
十
八
人
の

代
表
ら
は
、
思
１
　
期
の
思
い
か
そ

れ
ぞ
れ
中
学
生
ら
し
い
感
覚
で
熱

っ
ぽ
ぐ
訴
え
て
い
ま
し
た
。

　
発
表
は
持
ち
時
間
五
分
間
で
、

前
半
と
後
半
と
に
分
か
れ
、
九
人

▲壇上で、堂々と自分の意見を述べる中学生

ず
つ
主
張
盈
辰
開
。
主
張
内
容
も
、

人
生
を
目
分
の
力
で
切
り
開
く
自

覚
を
訴
え
た
も
の
、
学
校
内
で
の

い
じ
の
雲
舅
を
通
じ
て
人
間
関

係
や
友
人
の
大
切
さ
を
綴
っ
た
も

の
、
ま
た
自
殺
や
差
別
の
告
発
な

μ
き
ま
ざ
ま
で
し
た
。
そ
し
て
、

と
昨
わ
け
中
学
生
の
立
場
か
ら
中

学
生
自
身
の
行
動
や
体
験
を
通
し

て
の
身
近
な
問
題
を
取
ひ
上
げ
、

抽
象
的
で
な
い
自
分
の
蚕
是
訴

え
る
主
張
が
ふ
ゃ
と
ま
っ
て
み
ら
れ

た
こ
と
、
こ
れ
が
今
年
の
大
心
一
の

一
つ
の
特
徴
と
言
え
そ
う
で
す
。

豊
か
な
心
を
率
直
に

　
ま
ず
、
広
野
中
学
校
二
年
の
中

川
保
君
は
、
「
物
政
ｍ
後
ま
で
使

い
き
っ
て
や
ろ
う
と
す
る
温
か
い

優
し
い
心
。
そ
れ
が
人
間
と
し
て

大
切
な
心
だ
。
物
が
豊
か
に
な
れ

ば
こ
そ
、
人
間
の
心
も
発
達
し
て
、

豊
か
に
な
る
の
だ
と
思
う
」
と
主

張
。

　
続
い
て
、
東
宇
治
中
学
校
三
年

の
笹
島
ゆ
り
さ
ん
は
、
「
夏
の
暑

い
日
、
電
車
の
中
で
赤
ち
ゃ
ん
を
・

背
負
い
大
き
い
荷
物
夕
痔
っ
た
人

に
、
最
初
は
席
を
譲
る
こ
と
が
恥

か
レ
か
っ
た
が
、
後
で
譲
-
Ｓ
ｉ
ｉ
ｉ
か

っ
た
こ
と
が
恥
か
レ
産
っ
た
。

相
手
を
思
い
や
る
こ
と
の
大
切
さ
、

そ
の
た
め
に
は
、
ほ
ん
の
少
し
の

小
さ
な
勇
気
を
出
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
夏
休
み
中
の
体
験
を

訴
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
中
国
か
ら
の
帰
国
子
女

で
南
宇
治
中
学
校
三
年
の
竹
内
美

佐
さ
ん
は
、
「
昭
和
六
十
年
の
七

月
に
、
祖
国
日
本
へ
帰
っ
て
来
ま

し
た
。
南
宇
治
中
学
校
へ
入
っ
て

第
一
日
目
、
自
己
紹
介
を
し
た
時

に
、
日
本
語
が
う
ま
く
話
せ
な
か

っ
た
の
で
男
の
子
に
笑
わ
れ
た
。

１
　
　
か
し
、
二
度
と
笑
わ
れ
な
い
よ

う
に
、
一
生
匹
喬
勉
強
し
て
来
ま

し
た
。
そ
し
て
、
私
た
ち
中
学
生
に

と
っ
て
、
人
生
は
ま
だ
ま
だ
長
い

か
ら
、
く
じ
け
な
い
ｆ
私
と
共
に

頑
張
っ
て
行
き
ま
し
ょ
う
』
と
意

見
か
述
べ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
西
小
倉
中
学
校
三
年

の
田
口
努
君
は
、
「
釣
昨
み
す
る

経
験
か
ら
、
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
を

や
め
よ
う
。
宇
治
川
鴛
呼
応
、

牛
屈
に
欠
か
せ
な
い
川
皐
ハ
切
に

Ｌ
否
っ
ご
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
な
お
、
「
中
学
生
の
主
張
」
発

表
者
の
氏
名
と
学
校
名
、
発
表
テ

ー
マ
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
（
発
表
順
・
敬
称
略
）

中
川
保
（
広
野
中
二
年
）
・
：
鉛
筆

　
に
教
え
て
も
ら
っ
た
大
切
な
心
。

笹
島
　
ゆ
り
（
東
宇
治
中
三
年
）
・
：

　
電
車
の
中
で
。

山
口
　
修
（
西
宇
治
中
一
年
）
・
・
・
今

　
自
分
に
一
番
大
切
な
こ
と
。

牧
　
ひ
ろ
子
（
北
宇
治
中
二
年
）
・
：

　
同
じ
人
間
と
し
て
。

竹
内
美
佐
（
南
宇
治
中
三
年
）
…

　
帰
国
者
の
中
の
一
人
の
中
学
生

　
と
し
て
。

佐
々
木
　
正
義
（
木
幡
中
三
年
）
・
：

　
自
殺
に
つ
い
て
。

木
棚
環
樹
（
横
島
中
二
年
）
…
本

　
物
を
見
る
目
。

奥
村
清
美
（
宇
治
中
三
年
）
・
：
進

　
路
を
目
の
前
に
し
た
今
。

竹
谷
　
味
恵
（
西
小
倉
中
二
年
）
…

　
読
書
と
人
。

長
谷
川
愛
子
（
広
野
中
三
年
）
・
・
・

　
現
代
っ
子
世
に
は
ば
か
る
。

川
妻
篤
史
（
東
宇
治
中
二
年
）
・
・
・

　
勉
強
と
は
？

(宇治中学校２年)

▲「いじめの原因」のテーマｉ

　で発言する亀井清敬君　　　｜

　　　　　（木幡中学校３年）I

……．…．．………………………｜

鳥
取
清
穂
（
西
宇
治
中
三
年
）
・
・
・

　
事
故
に
あ
っ
て
。

加
藤
　
文
隆
（
北
宇
治
中
三
年
）
・
・
・

　
父
親
。

見
延
　
豊
（
南
宇
治
中
二
年
）
…
仲

　
間
と
共
に
。

亀
井
清
敬
（
木
幡
中
三
年
）
・
：
い

　
じ
め
の
原
因
。

岩
男
　
弘
美
（
槙
島
中
一
年
）
・
・
・
苦

　
労
の
末
の
団
結
。

宮
城
絵
理
（
宇
治
中
二
年
）
・
：
障

　
害
者
へ
の
目
。

田
口
　
努
（
西
小
倉
中
三
年
）
・
：
河

　
に
つ
い
て
。

〈リハーサル大会〉

本番ながらに

　
十
一
月
二
十
一
日
出
、
午
前

八
時
二
十
分
か
ら
夭
陽
が
丘
で

全
国
社
会
人
サ
ッ
カ
ー
選
手
権

大
会
開
会
式
が
開
催
。
同
大
会

は
、
六
十
三
年
京
都
国
体
の
リ

バ
ー
サ
ル
大
会
と
し
で
好
防
一
付

け
ら
れ
、
本
番
さ
な
が
ら
に
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
式
典
で

は
、
池
本
市
長
が
歓
迎
の
こ
と

ぱ
包
裟
、
続
い
て
選
手
営
一
誓
。

五
日
間
に
わ
た
る
熱
戦
の
火
ぷ

た
が
切
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
で
、

本
市
の
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
は
す

べ
て
終
了
。
来
年
の
京
都
国
体

成
功
に
向
け
て
い
よ
い
よ
ま
い

進
す
る
こ
と
に
な
り
４
　
了
。

　　　｜
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▲開会式で歓迎のあいさつを行う池本

　宇治市長(II月21日､太陽が丘)

差
別
を
な
く
そ
う

　
　
あ
な
た
の
町
か
ら
職
場
か
ら

　
　
　
　
1
2
月
4
（
金
）
に
人
権
相
談
所

　
十
二
月
四
日
か
ら
千
日
ま
で

は
人
権
週
間
。
城
南
人
権
擁
護

委
員
協
議
会
と
市
で
は
、
こ
の

週
間
行
事
の
一
環
と
し
て
、
人

権
特
設
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
未
了
。

　
▼
と
き
・
：
1
2
月
４
日
面
、
午

前
1
0
時
１
午
後
３
時
▼
と
こ
ろ

・
：
市
民
会
館
、
広
野
公
民
館
、

木
幡
公
民
館
で
。

　
次
の
よ
シ
な
悩
み
や
困
り
ご

と
が
あ
る
場
合
。
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

○
差
別
公
冥
ぽ
た
り
、
名
誉
・

　
信
用
を
侵
さ
れ
た
と
き
。

回
人
に
い
や
が
ら
せ
を
さ
れ
た

　
り
、
義
務
の
な
い
こ
と
を
強

　
蓼
沢
ぞ
困
っ
て
い
る
と
き
。

○
児
童
・
生
徒
が
い
じ
の
ら
元

　
た
り
、
仲
間
は
ず
れ
に
さ
れ

　
て
い
る
と
き
。

○
女
性
・
子
供
・
老
人
な
芦
か

　
虐
待
さ
れ
て
い
る
と
き
。

○
騒
音
・
悪
臭
・
ば
い
煙
に
悩

　
ま
洽
れ
て
い
る
と
き
。

○
国
籍
、
人
権
な
ど
の
違
い
で

　
不
当
な
扱
い
夕
尋
好
だ
と
き
。

○
離
婚
・
扶
養
・
相
続
な
ど
家

　
庭
の
な
め
ご
と
で
困
っ
て
い

　
る
と
き
。

Ｏ
モ
の
外
、
借
地
・
借
家
・
交

　
通
災
害
・
雇
用
関
係
・
金
銭

　
問
題
で
困
っ
て
い
る
と
き
。

　
な
お
、
左
表
の
人
権
擁
護
委

員
さ
ん
の
自
宅
で
も
相
談
に
応

じ
て
い
ま
ず
。
直
接
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
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第6回

宇治市

「中学

生の主

張」大

会開催

「中学生の主張

」大会開催
11月14日（土）文化会館で

全国社会人サッカー選手

権大会11月21日開会



差別のない明るい未来を
人権週間(12月４日～10日)

　
十
二
月
四
日
か
ら
人
権
週
間
が
始
ま

り
ま
す
。
「
人
権
週
間
」
は
昭
和
二
十

三
年
（
一
九
四
八
年
）
に
世
界
人
権
宣

言
が
国
際
連
合
で
採
択
さ
れ
た
の
を
機

会
に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
宣
言
で
は
、

平
和
で
豊
か
な
社
会
を
築
く
た
め
に
は

何
よ
り
も
個
人
の
尊
重
と
自
由
を
守
る

こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は

全
世
界
の
国
と
人
々
が
、
相
互
に
人
権

を
保
障
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
し

て
い
ま
す
。
一
方
、
日
本
国
憲
法
は
、

そ
の
基
本
原
則
の
一
つ
と
し
て
基
本
的

人
権
の
尊
重
を
明
記
。
こ
れ
は
、
一
人

ひ
と
り
が
尊
重
さ
れ
、
人
間
ら
し
く
生

き
る
権
利
を
基
本
的
人
権
と
し
て
保
障

し
て
い
る
の
で
す
。

ト
木
幡
河
原
隣
保
館
で
開
か
れ
た
解
放
文
化
祭
（
９
月
2
7
日
）

　
私
た
ち
は
、
一
人
ひ
と
ぴ
が
人

間
と
し
て
か
け
が
え
の
な
い
人
格

衆
持
っ
て
生
次
れ
て
来
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
自
由
で
あ
り
、
お

互
い
に
楽
し
ぐ
幸
福
に
生
き
て
い

く
願
い
を
実
現
す
る
権
利
か
痔
っ

て
お
り
、
そ
れ
は
当
り
前
の
権
利

な
の
で
す
。

　
基
本
的
人
権
は
、
人
間
が
そ
の

長
い
歴
史
の
な
か
で
、
人
権
を
奪

ラ
も
の
や
じ
や
ま
か
ず
る
も
の
と

闘
い
な
が
ら
、
さ
ら
に
二
度
に
わ

た
る
世
界
大
戦
の
悲
惨
な
経
験
を

経
て
、
永
い
間
か
か
っ
て
獲
得
し

て
来
た
も
の
な
の
で
す
。

基
本
的
人
権
の
保
障

　
昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
年
）

十
二
月
十
日
、
全
世
界
の
人
々
と

国
々
が
、
人
間
の
探
Ｌ
求
め
て
来

た
も
の
と
し
て
世
界
人
指
昌
言
を

第
三
回
国
連
総
会
で
採
択
し
、
自

分
た
ち
が
持
っ
て
い
る
尊
い
人
権

を
守
昨
生
か
し
て
い
く
こ
と
か
戻

意
し
ま
し
た
。

　
日
本
国
憲
法
で
は
、
こ
れ
ら
の

権
利
容
量
一
的
人
権
と
呼
び
、
居

住
・
移
転
・
職
業
選
択
の
自
由
や

勤
労
の
権
利
、
教
育
を
受
け
る
権

利
、
文
化
的
で
健
康
な
牛
活
を
送

る
権
利
な
ど
は
だ
れ
も
が
持
っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
憲
法
は
、
三
つ

の
原
則
の
ラ
ち
特
に
、
人
種
・
宗
教

・
性
別
な
ど
の
違
い
で
差
別
さ
れ

ず
一
人
ひ
と
り
は
平
等
で
あ
り
、

基
本
的
人
権
は
だ
れ
か
ら
も
奪
わ

れ
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
こ
と
を

私
た
ち
に
保
障
し
て
い
る
の
で
す
。

　
　
同
和
問
題
は

　
　
国
民
の
課
題

　
し
か
し
、
私
た
ち
の
周
り
に
は

偏
見
や
差
別
に
よ
っ
て
、
人
権
が

侵
害
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
例
が

依
然
と
し
て
あ
り
ま
す
。
な
か
で

も
見
逃
し
て
は
い
け
な
い
重
大
な

問
題
は
、
同
和
問
題
で
す
。

　
同
和
地
区
の
人
々
に
対
す
る
差

別
は
、
江
戸
時
代
に
支
配
者
が
民

衆
を
支
配
し
や
す
い
ぶ
フ
に
政
治

的
に
つ
く
っ
た
身
分
制
度
に
起
因

し
て
い
ま
す
。
明
治
時
代
に
な
り

解
放
令
が
出
さ
れ
、
法
律
的
に
は

封
建
的
身
分
制
度
は
廃
止
さ
れ
ま

し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
政
策

や
制
度
に
は
、
牛
活
や
就
労
、
教

育
を
保
障
し
て
い
く
実
質
的
な
施

策
は
な
ぐ
、
逆
に
租
税
や
兵
役
な

ど
の
負
担
が
課
せ
ら
元
、
依
然
と

し
て
差
別
に
よ
り
牛
活
は
苦
し
い

も
の
で
し
た
。

　
そ
の
後
、
同
和
地
区
の
人
々
は

自
ら
解
放
の
た
め
に
立
ち
上
が
り
、

大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
年
）
全
国

水
平
社
を
結
成
し
、
そ
の
創
立
大

会
で
採
択
さ
れ
た
ズ
の
世
に
熱

あ
れ
、
人
間
に
光
あ
れ
”
と
結
ぶ

　
「
水
平
路
昌
言
」
は
、
同
和
地
区

ぷ
補
則
習
・
．
．
．

の
人
々
の
人
進
１
　
屁
の
で
す
。

　
同
和
問
題
は
、
こ
の
よ
シ
な
歴

中
的
制
度
的
差
別
に
よ
り
同
和
地

区
の
人
々
が
、
社
会
で
不
平
等
な

扱
い
か
受
け
、
経
済
的
・
社
会
的
・

文
化
的
に
低
位
な
状
態
に
お
か
れ

て
き
た
深
刻
な
襲
簡
題
で
す
。

　
昭
和
四
十
年
、
同
和
対
策
審
議

会
が
、
国
に
同
和
問
題
解
決
を
目

指
す
基
本
方
針
客
四
申
。
こ
れ
を

受
け
て
、
同
和
対
策
事
業
が
国
の

責
任
に
お
い
て
実
施
さ
れ
て
来
た

結
果
、
住
宅
や
道
路
の
改
良
、
市

営
住
宅
や
隣
保
館
の
建
設
な
ど
生

活
環
境
の
改
善
を
中
心
に
一
定
の

成
果
を
あ
げ
て
来
ま
し
た
。
し
か

し
、
同
和
問
題
解
決
の
基
本
と
な

　昭和40年8月n日同和対策|

審議会から内閣総理大臣に

」

　答申された内容を抜粋。

同和対策審議会答申

　同和問題は人類普遍の原理である人間の自由と平等に関する

問題であり、日本国憲法によって保障された基本的人権にかか

おる課題である。したがって、審議会はこれを未解決に放置す

ることは断じて許されないことであり、その早急な解決こそ国

の責務であり、同時に国民的課題であるとの認識に立って対策

る
教
育
や
産
業
、
就
労
な
ど
は
、

依
然
深
刻
な
問
題
で
あ
り
多
く
の

課
題
を
残
し
て
い
ま
す
。

お
互
い
に
守
ろ
う

　
個
人
の
尊
厳
と
自
由
を

　
同
和
問
題
は
、
同
和
地
区
の
人

た
ち
だ
け
の
問
題
だ
と
か
、
放
っ

て
お
け
ば
無
く
な
る
も
の
だ
と
い

つ
た
考
え
が
あ
り
ま
す
。
乱
し
、

決
し
て
ｔ
一
た
ち
と
関
係
の
な
い
問

題
で
は
な
い
の
で
す
。

　世界人権宣言

　　　　　　　　　　1948年（昭和23年）12月lO日　　　　　　　　　　［
第３回国際連合総会で採択　］

　前　文

　人類社会のすべての構成員の固有の尊厳と平等で譲る

ことのできない権利とを承認することは、世界における

自由、正義及び平和の基礎であるので、

　人権の無視及び軽侮が、人類の良心を踏みにじった野

蛮行為をもたらし、言論及び信仰の自由が受けられ、恐

怖及び欠乏のない世界の到来が、一般の人々の最高の願

望として宣言されたので、

　人間が専制と圧迫とに対する最後の手段として反逆に

訴えることがないようにするためには、法の支配によっ

て人権を保護することが肝要であるので、

　諸国間の友好関係の発展を促進することが、肝要であ

るので。

　国際連合の諸国民は、国際連合憲章において、基本的

人権、人間の尊厳及び価値並びに男女の同権についての

信念を再確認し、かつ、一層大きな自由めうちで社会的

進歩と生活水準の向上とを促進することを決意したので、

　加盟国は、国際連合と協力して、人権及び基本的自由

の普遍的な尊重及び遵守の促進を達成することを誓約し

たので、

　これらの権利及び自由に対する共通の理解は、この誓

約を完全にするために最も重要であるので、

　よって、ここに、国際連合総会は、

　社会の各個人及び各機関が、この世界人権宣言を常に

念頭に置きながら、加盟国自身の人民の間にも、また、

加盟国の管轄下にある地域の人民の間にも、これらの権

利と自由との尊重を指導及び教育によって促進すること

並びにそれらの普遍的かつ効果的な承認と遵守とを国内

的及び国際的な漸進的措置によって確保することに努力

するように、すべての人民とすべての国とが達成すべき

共通の基準として、この世界人権宣言を公布する。

の探究に努力し‾た。●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●中略●
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Ｗ

政府においては、本答

告を尊重し、有効適切な施策蛸

実施して問題を抜本的に解決し、｜

恥ずべき社会悪を払拭して、糾

るべからざる差別の長き歴史（

終止符が一日もすみやかに実剛

　
今
な
お
、
働
ぐ
機
会
が
完
全
に

保
障
さ
れ
て
い
な
い
た
め
不
安
定

な
仕
事
に
い
か
つ
け
な
い
、
あ
る

い
は
、
高
校
進
学
率
に
み
ら
れ
る

依
然
と
し
て
縮
ま
ら
な
い
格
差
な

ど
教
育
の
進
路
保
障
の
問
題
、
結

婚
や
交
際
牽
の
ぐ
っ
て
差
別
的
な

言
動
を
受
け
た
り
交
際
を
拒
ま
れ

る
な
ど
、
権
利
と
自
由
を
侵
害
さ

れ
る
事
例
が
m
m
ち
ま
せ
ん
。

　
私
た
ち
の
牛
活
の
身
近
な
と
こ

衣iL-IT/J口U 1り-v≪'μ天呪｜　　町邨

ごふ詰おぐ譲回

である．　　　　　　:……………………..……………

ろ
で
基
本
的
人
権
を
侵
害
し
て
い

る
例
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
例
え

ば
、
職
業
や
学
歴
、
出
身
地
で
人

を
判
断
ず
る
こ
と
は
な
い
で
し
よ

ラ
か
。

　
私
た
ち
一
人
ひ
と
ぴ
が
、
人
権

尊
重
の
精
神
蔵
毎
日
の
牛
活
の

中
で
牛
石
す
努
力
を
し
、
差
別
の

な
い
明
か
る
い
社
会
を
一
日
も
早

く
実
昴
に
笙
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
（
同
和
対
策
室
）

゛何が変わり、変わらなかった力ヽ、

　　　一法律施行18年の経過－

　　　　・講師村上弘光さん

　　　　　　　京都新聞社編集委員

　　　　●映画｢五十年の沈黙｣

　12月９日(*)午ftl時半~4時牛

　文化会館､J^*－ル絹紡＝
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人権週間記念講演会

同
和
問
題
の
解
決
は
市
民
の
力
で
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保
育
所
の
入
所
申
請

　
昭
和
六
十
三
年
度
の
保
育
所
入

所
申
請
の
受
け
付
け
か
次
の
要
領

で
行
い
毒
Ｋ

　
〈
申
し
込
み
が
出
来
る
人
〉

　
昭
和
六
十
三
年
四
月
一
日
現
を

で
、
生
後
六
ヵ
月
以
上
六
歳
未
満

の
乳
幼
児
。
母
親
が
家
庭
ま
た

は
外
で
仕
事
を
し
て
い
た
り
、
病

気
な
ど
で
保
育
が
出
来
な
い
場
合

に
限
り
ま
す
。

〈
申
込
用
紙
と
必
要
書
類
〉

　
申
込
用
紙
は
各
保
育
所
（
園
）
ま

た
は
、
福
祉
事
務
所
保
育
課
で
お

渡
し
し
て
い
ま
す
。
申
請
に
は
、
母

親
の
在
職
証
明
書
な
ど
保
育
出
来

な
い
旨
忌
Ｅ
明
書
が
ぶ
要
で
す
。

▲仲よく遊ぶ園児(横島保育所）

1
2
月
８
日
が
ら
受
け
付
け

早
め
に
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
〈
入
所
受
付
日
と
場
所
〉

　
下
表
の
日
程
で
集
中
受
付
夕
行

い
ホ
チ
。

　
な
お
、
や
む
を
得
な
い
事
情
で

集
中
受
付
で
申
し
込
み
が
出
来
な

い
人
は
、
十
二
月
二
土
八
日
出
の

正
午
ま
で
、
保
育
謬
ｊ
Ｇ
付
け

圭
ｙ
。

63

年度

　
（
引
き
続
き
入
所
希
望
の
場
合
〉

　
昭
型
八
十
三
年
度
も
引
き
続
い

て
入
所
を
ご
希
望
の
人
は
、
入
所

申
請
書
と
保
育
出
来
な
い
旨
の
証

明
書
な
芦
￥
千
二
月
七
日
囲
か
ら

十
二
日
出
ま
で
に
、
現
在
入
所
中

の
保
育
所
（
園
）
へ
提
出
し
て
ぐ
だ

さ
い
。

産
休
明
け
・
昼
間
里
親
保
育
も

　
　
申
し
込
み
受
け
付
け

　
昭
和
六
十
三
年
二
月
二
日
ま
で

に
出
生
届
け
出
が
洽
れ
た
乳
児
に

つ
い
て
も
、
保
育
の
申
し
込
み
が

出
来
未
了
。
産
休
明
け
保
育
を
行

っ
て
い
る
保
育
所
（
園
）
は
、
北
木

幡
・
善
法
・
宇
治
・
横
島
・
北
小

倉
・
小
倉
双
葉
園
・
大
久
保
保
育

所
と
、
な
か
よ
し
・
明
星
・
あ
さ

ひ
・
く
り
く
ま
保
育
園
の
十
一
力

所
（
園
）
で
す
。

　
ま
た
、
個
人
の
家
庭
で
保
育
す

る
昼
間
里
親
制
度
の
利
用
者
も
募

集
し
未
了
。

　
こ
れ
ら
の
制
度
盈
猫
す
る
人

は
、
十
二
月
八
日
脚
か
息
八
十
三

年
二
月
二
日
叫
の
午
後
四
時
ま
で

に
、
保
育
課
へ
申
し
込
ん
で
ぐ
だ

さ
い
。
　
　
　
　
　
（
保
育
課
）

保育所入所申請の集中受付日程表

月日 受付場所 it 象保ずr所（園）

イ
明星保育園

北木幡保町所・木幡保育所・明星保育園

のぼI)保tr園・なかよし保育岡

南浦保育園
伊勢田保育園・西小介保育所
北小介保育所・南浦保fr園

イ
大久保保育所大久保保育所・同胞保tr園

くりくま保fr園

横島保育所 いずみ保育同・ma保育所

12/10
(木)

ひいらぎ保育園 ひいらぎ保育園・広野保育所
小介双葉園保育所

あさひ保育園三室戸保育園・あさひ保育園
宇治保育所

善法保育所 善法保育所

○受付時間は．いずれも午前10時～午後4時です，

ゝj l一い
／　１４かａ　ｒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１

お
知

ら
せ

　
記
念
日
と
生
活
講
座

　
～
障
害
者
の
日
に
寄
せ
て
～

　
十
二
月
九
日
は
障
害
者
の
日
で

す
。
こ
の
日
は
、
昭
和
五
土
八
年

の
国
際
障
害
者
年
を
記
念
し
て
定

め
ら
れ
、
障
害
を
持
つ
人
へ
の

理
解
と
、
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
市
民

の
皆
さ
ん
の
多
数
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
▼
と
き
・
：
1
2
月
８
日
脚
、
午
前

1
0
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
・
：
広
野
公

民
館
▼
テ
ー
マ
・
・
・
～
障
害
者
の
日

に
寄
せ
て
～
「
共
に
生
き
る
喜
び

と
み
ん
な
の
幸
せ
を
願
い
」
▼
参

加
・
：
直
接
会
場
へ
。

　
な
お
、
参
加
ご
希
望
の
人
で
４

小
倉
町
西
浦

　
安
倍
　
真
美
ち
ゃ
ん

　
　
　
ｓ
6
1
・
1
1
・
1
7
①

体
に
障
害
を
持
つ
人
に
は
、
ボ
ラ

ン
テ
″
ア
が
介
助
に
当
た
り
毒
了
。

必
要
な
人
は
-
ｙ
野
公
民
館
（
豊

＠
7
4
5
0
）
へ
早
め
に
申
し
込

ん
で
ぐ
だ
さ
い
。
（
広
野
公
民
館
）

　
消
防
設
備
士
試
験

　
▼
と
き
・
・
・
昭
和
6
3
年
１
月
1
7
日

㈲
▼
と
こ
ろ
・
・
・
京
都
外
国
語
大
学

▼
願
書
配
布
・
：
1
2
月
１
日
㈹
か
ら

毎
日
、
午
前
９
時
～
午
後
４
時
半
、

市
内
各
消
防
（
分
）
署
で
▼
受
け
付

け
・
：
1
2
月
1
6
日
㈹
～
1
8
日
廊
の
午

前
９
時
半
ト
午
後
４
時
半
、
京
都

まみちゃんは、お昼寝よりもいた

ずらが大好き｡元気な女の子です。

　この欄に掲載するお子さん（61

年12月生まれ）を募集しています。

広報課へご連絡ください。

府
職
員
会
館
で
▼
問
い
合
わ
せ
・
・
・

鴎
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
京
都

府
支
部
（
豊
０
７
５
圃
9
1
2
1
）

ま
で
。

　
な
お
、
本
試
験
の
た
め
の
講
習

会
要
慰
俳
せ
て
配
布
し
て
い
ま

す
。
　
　
　
　
　
（
消
防
本
部
）

　
社
会
保
険
相
談
所

　
▼
と
き
・
と
こ
ろ
・
・
・
1
2
月
Ｈ
日

廊
＝
木
幡
公
民
館
、
1
2
月
2
5
日
廊

９
宇
治
公
民
館
、
時
間
は
い
ず
れ

も
午
後
１
時
～
４
時
。

　
　
　
　
　
　
（
保
険
年
金
課
）

　
市
民
歩
こ
う
会

　
▼
と
き
・
・
・
Ｗ
８
日
㈲
、
午

前
８
時
半
、
京
阪
宇
治
駅
前
集

合
（
函
大
の
場
合
は
1
2
月
2
0
日

間
に
延
期
）
▼
コ
ー
ス
・
：
京
阪

宇
治
駅
↓
伏
見
稲
荷
駅
↓
稲
荷

山
↓
将
軍
塚
↓
円
山
公
園
で
解

散
の
約
1
1
J
▼
準
呑
叩
・
：
弁
当
、

雨
具
、
水
筒
な
ど
（
交
通
費
は
各

自
負
担
）
▼
問
い
合
わ
せ
・
：
木

村
長
次
さ
ん
（
き
＠
３
ａ
）

へ
▼
主
催
・
：
市
民
歩
こ
シ
９
。

　
親
子
ク
リ
｀
マ
ス
の
集
い

　
▼
と
き
・
：
1
2
月
1
9
日
出
、
午

後
６
時
半
▼
と
こ
ろ
・
・
・
中
央
公

民
館
▼
対
象
・
：
市
内
に
在
住
、

在
勤
の
親
子
▼
定
員
…
5
0
人
（

先
着
順
）
▼
費
用
・
：
一
人
五
百

円
（
当
日
徴
収
）
▼
内
容
…
ゲ

ー
ム
、
歌
な
ど
▼
申
し
込
み
…

1
2
月
1
0
日
出
正
午
ま
で
に
、
市

民
体
育
課
（
豊
⑩
3
1
4
1
）

へ
電
話
で
▼
問
い
合
わ
せ
…
辻

本
順
造
ポ
ん
（
豊
⑩
0
7
7
9
）

ま
で
▼
主
催
・
：
市
野
外
活
動
協

会
。

6
3
年
2
月
2
8
日
（
日
）

第
5
回
宇
治
川
マ
ラ
ソ
ン
大
会

参
加
者
を
募
集

以
上
で
健
康
な
人
▼
参
加
費
…

一
般
二
千
五
百
円
、
高
校
生
千

五
百
円
、
中
学
生
八
百
円
▼
申

し
込
み
・
・
・
所
定
の
申
込
書
に
参

加
費
夕
添
え
て
「
宇
治
市
五
ヶ

庄
三
番
割
、
剛
宇
治
市
体
育
協

会
・
第
５
回
宇
治
川
マ
ラ
ソ
ン

大
会
事
務
局
」
へ
現
金
書
留
で
．

▼
締
め
切
り
…
6
3
年
１
月
1
4
日

出
（
消
印
有
効
）
▼
問
い
ｉ
Ｗ
Ｑ

ｔ
)
.
.
.
宇
治
川
マ
ラ
ソ
ン
大
会
事

務
局
（
豊
⑩
1
9
0
5
）
へ
．

795

　
第
2
回
宇
治
市

　
身
体
障
害
者
福
祉
大
会

　
障
害
者
問
題
に
つ
い
て
市
民

の
理
解
と
関
心
を
深
め
る
と
共

に
、
障
害
者
自
ら
の
自
立
意
欲

の
高
揚
を
図
る
た
め
に
、
身
体

障
害
者
福
祉
大
会
を
開
き
ま
す
。

愛
と
ふ
れ
あ
い
の
地
域
凭
苔

育
て
る
た
め
に
、
多
く
の
市
民

の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

　
▼
と
き
・
：
1
2
月
6
日
㈲
、
午

前
1
0
時
～
午
後
３
時
半
▼
と
こ

ろ
・
：
産
業
会
館
▼
内
容
・
：
○
第

１
部
１
式
典
Ｏ
第
２
部
９
福
祉

の
集
い
Ｉ
、
講
演
ほ
か
Ｏ
第
３

部
ｌ
福
祉
の
集
い
Ｈ
、
コ
ー
ラ

ス
・
身
障
国
体
記
録
映
画
ｙ
問

い
合
わ
せ
…
福
祉
課
（
豊
⑩
3

1
4
1
）
へ
。
　
　
（
福
祉
課
）

　
手
足
・
耳
の
不
自
由
な
人
の

　
　
巡
回
更
正
相
談

　
▼
と
き
・
：
1
2
月
1
0
日
㈹
、
午

後
Ｌ
時
Ａ
時
▼
と
こ
ろ
・
：
総

合
福
祉
会
館
▼
内
容
・
・
・
○
４
体

暉
害
者
壬
帳
の
交
付
や
再
交
付

に
必
要
な
診
断
Ｏ
補
装
具
の
交

付
や
修
理
に
必
要
な
診
断
▼
費

用
…
無
料
▼
問
い
合
わ
せ
・
・
・
福

祉
課
（
豊
⑩
3
1
4
1
）
へ
。

　
な
お
、
手
帳
の
交
付
・
再
交

付
申
請
に
は
、
印
鑑
と
顔
写
真

一
枚
（
縦
四
？
×
横
三
？
）
、

補
装
具
の
交
付
・
修
理
申
請
に

は
印
鑑
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

現
在
補
装
具
を
使
用
し
て
い
る

人
は
、
必
ず
持
参
し
て
ｙ
だ
さ

い
。
　
　
　
　
　
（
福
祉
課
）

　
重
度
肢
体
障
害
者

　
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
座

　
一
人
で
の
外
出
が
困
難
な
、

重
度
肢
体
障
害
者
の
外
出
時
に
、

介
護
に
当
た
る
ヘ
ル
パ
ー
の
養

成
講
座
を
開
孝
示
す
。

　
▼
と
き
…
1
2
月
５
日
出
、
午

前
1
0
時
～
午
後
３
時
▼
と
こ
ろ

・
・
・
総
合
福
祉
会
館
▼
費
用
・
・
・
無

料
▼
参
加
・
：
当
日
直
接
会
場
へ

▼
問
い
合
わ
せ
・
・
・
福
祉
課
（
豊

⑩
3
1
4
1
）
へ
。
（

屡
課
）

　
　
寝
た
き
り
老
人

　
　
介
護
者
教
室

　
▼
と
き
・
・
・
1
2
月
６
日
前
、
午

後
１
時
半
１
３
時
半
▼
と
こ
ろ

・
・
・
宇
治
明
星
園
▼
内
容
・
：
老
人

ホ
ー
ム
を
知
ろ
っ
（
○
老
人
ホ

ー
ム
の
利
用
の
仕
方
Ｏ
老
人
ホ

ー
ム
で
の
世
話
の
仕
方
）
▼
講

師
・
：
宇
治
明
星
園
職
員
（
牛
居

指
導
員
、
寮
ほ
）
▼
対
象
…
寝

た
き
り
学
令
尭
え
る
家
族
な

ど
▼
参
加
・
：
当
日
直
接
会
場
へ

▼
問
い
４
Ｑ
Ｏ
ｔ
|
｡
｡
｡
福
祉
課
（
≫

⑩
Ｃ
Ｏ
-
-
1
4
1
）
へ
。

　
な
お
、
老
人
同
伴
で
参
加
を

希
望
ず
る
人
は
、
宇
治
明
星
園

（
豊
⑩
6
9
2
2
）
へ
お
申
し
込

み
ぐ
だ
さ
い
。
ま
た
、
介
護
者

の
涙
迎
車
（
京
阪
宇
治
駅
前
、

午
後
１
時
）
を
ご
利
用
の
人
も
。

宇
治
明
星
園
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
　
　
　
　
（
福
祉
課
）

　
洛
南
共
同
作
業
所
３
周
年

　
講
演
会
と
バ
ザ
ー

　
洛
南
共
同
作
業
所
の
開
設
三

周
年
を
記
念
し
て
、
講
演
公
一
と

バ
ザ
ー
を
開
き
ま
ず
。
多
数
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

　
（
講
演
忿

　
▼
と
き
・
・
・
1
2
月
５
日
出
、
午

後
Ｌ
時
半
～
４
時
▼
内
容
…
○

遜
Ｔ
「
精
神
障
害
者
の
こ
れ

か
ら
の
社
会
奮
馨
奥
疋
る
」
、

府
立
洛
南
病
院
長
・
小
池
清
廉

戈
ん
ｏ
ス
ラ
イ
ド
上
映
。

　
（
バ
ザ
ー
）

　
▼
と
き
…
1
2
月
６
日
㈲
、
午

前
1
0
時
～
午
後
３
時
▼
内
容
・
・
・

陶
器
、
手
芸
品
、
書
籍
、
日
用

品
、
綿
菓
子
、
焼
そ
ば
な
ど
。

　
会
場
は
、
い
ず
れ
も
洛
南
共

同
作
業
所
（
木
幡
南
端
７
－
２
・

豊
⑩
５
ｏ
ａ
）
で
ｙ
。

　
　
　
　
　
　
（
保
健
予
防
課
）

　
暮
ら
し
の
資
金

　
冬
期
貸
し
付
け

　
牛
活
に
お
困
り
の
世
帯
に
、

　
「
暮
ら
し
の
資
金
冬
期
貸
し
付

け
」
夕
仔
い
ま
す
。

▽
貸
付
金
額
・
：
年
間
1
0
万
円
以

　
内
（
夏
期
と
ふ
期
欠
Ｂ
せ

　
て
）
。

▽
貸
Ｌ
侍
け
条
件
・
・
・
無
利
子
、

　
無
担
保
。
返
済
は
４
ヵ
月
据

　
え
置
い
た
後
2
0
ヵ
月
の
月
賦

　
返
済
。

▽
貸
付
対
象
・
・
生
活
保
護
基
準

　
の
ロ
倍
以
内
の
収
入
で
、
冬

　
期
の
ボ
ー
ナ
ス
が
無
い
世
帯

　
（
牛
活
保
護
世
帯
は
除
ぐ
）
。

　
　
な
お
、
既
に
暮
β
し
の
資

　
金
貸
Ｌ
付
け
夕
受
け
て
い
る

　
世
帯
は
、
貸
付
額
の
半
額
以

　
上
か
返
済
し
て
い
る
こ
と
が

　
必
要
で
す
。

▽
申
込
期
間
・
・
・
1
2
月
１
日
脚
～

　
1
6
日
叫

▽
手
続
き
・
：
地
区
恨
易
民
生

　
委
員
旁
笞
相
談
の
上
、
申

　
込
書
に
住
唇
二
謄
本
）
を

　
添
え
て
、
社
会
福
祉
協
議
会

　
へ
。

▽
貸
付
日
・
：
1
2
月
2
4
日
内

▽
問
い
合
わ
せ
・
・
・
社
会
福
祉
協

　
議
心
一
（
豊
⑩
5
6
5
0
）
へ
。

　
　
　
　
（
社
会
福
祉
協
議
合

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　
福
祉
を
か
た
る
物
品
販
売

　
最
近
、
家
庭
や
町
内
会
に
対

し
て
、
紛
ら
わ
し
い
団
体
名
や

行
政
機
関
名
を
名
乗
っ
て
、
あ

た
か
も
慈
善
事
業
の
ぎ
っ
に
物

品
販
売
夕
ず
る
業
者
が
い
ま
す
。

　
福
祉
課
で
は
、
各
関
係
団
体

が
１
　
服
売
を
ず
る
握
に
は
、

事
前
に
福
祉
課
へ
届
け
出
る
よ

ヶ
指
導
。
ま
た
、
物
品
に
は
正

式
な
団
体
名
と
代
表
者
名
、
電

話
番
号
忿
明
記
し
、
販
売
趣
旨

を
間
魚
″
に
し
た
文
書
も
添
付

す
る
ぷ
つ
、
指
導
し
て
い
ま
す
。

　
自
宅
に
訪
問
し
智
昭
売
の

依
頼
を
し
た
際
に
、
不
明
な
点

が
あ
る
場
合
は
、
障
害
者
団
体

や
授
産
施
設
な
ど
に
関
す
る
も

の
は
福
祉
課
（
豊
⑩
3
1
4
1
）

ま
で
お
問
公
Ｂ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
（
福
祉
課
）

　
昭
和
六
十
三
年
二
月
二
十
八

日
に
開
催
さ
れ
る
「
第
五
回
宇

治
川
マ
ラ
ソ
ン
大
命
の
参
加

者
公
量
石
李
う

　
来
年
は
い
よ
い
よ
京
都
国
体

の
年
で
す
。
大
勢
の
参
加
で
気

運
か
盛
び
上
げ
ま
し
ょ
う
。

　
▼
と
き
・
・
・
昭
和
6
3
年
２
丹
2
8

日
囲
（
雨
天
決
行
）
▼
澪
行

け
・
：
午
前
８
時
ｙ
９
時
、
太
陽

が
丘
公
園
セ
ン
タ
ー
前
▼
種
目

・
：
左
表
▼
参
加
資
格
・
：
中
学
生

宇治川マラソン大会の種目表

距　離 記号 種　　　　目

5kmの部

Ａ 中学生　　　　　　　　男子

Ｂ 中学生　　　　　　　　女子

Ｃ 一　般(高校生を除く）　男子

Ｄ 一　般(高校生以上）　　女子

Ｅ 壮　年（io歳以上）　　　男子

Ｆ 壮　年(35歳以上）　　　女子

10kmの部
Ｇ 一一般(高校生以上）　　男子

Ｈ 一　般(高校生以上）　　女子

20kmの部
Ｉ 一　般(高枚生以上）　　男子

Ｊ 一　般（高枚生以上）　　女子

み
ん
な
そ
ろ
っ
て
　
明
る
い
お
正
月
を

　
　
　
募
金
に
ご
協
力
を
1
5
日
ま
で
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動

福祉のお知

らせ

市民体育
の
お知らせ
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保健・衛生・相談・移動図書館（12月分）

　　　献血

●２日(保健医療センター=

10時～正午、13

　時～15時半)、３日(京阪宇治交通〈株〉宇治

　車庫=10時～正午､-13時～15時半)。

　　飼えなくなった犬･猫の引き取り

●毎週月曜日(宇治保健所=

9時～10時半)

　ただし、12月28日と63年１月４日は、引き

　取りを行いません。

　　　相談あんない

●青少年相談{8日、市民会館13時～16時)。

●登記相談(

8日、総合福祉会館13時半～15

　時半)。

●京都府交通事故相談(2日、16日、京都府

　宇治地方振興局S@2049、9時～16時)。

　交通事故の法律問題。示談のしかた、賠償

額の算定。訴訟や調定のしかた、自賠責保

険の利用のしかたなど、お気軽にご相談く

ださい。相談は無料、秘密は厳守。

♂ ● ・ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● Ｉ ● Ｉ Ｉ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 丿 ● ● ● ● ４ ■ ● ・ ● ・ ■ ● ●

： | 　 ↓ ｌ 八 1 4 / . j / t l / ･ / 勿 1 5 希 | 八 | . . 、 : ヽ : ふ ４ ４ ｔ ／ ／ ．

● ● ’ ｀ ● ゛ ・ ％

63年2月29日まで3ヵ月間

　市では、家庭で不用になった

品物を別の家庭で有効に利用し

ていただくため、不用品情報セ

ンターを開設。今回は後期とし

て12月１日から来年の２月29日

までの３ヵ月間実施します。

　欲しいもの、譲りたいものを

登録してください。

●登録方法…品物の提供・希望

　者とも電話、はがき、または

　来庁で不用品情報センターに

　登録してください。受付時間

　は午前９時～午後3時。土曜

　日は午前９時～u時。日曜・

　祝日は受け付けません｡なお、

　登録は市民もしくは市内に勧

　‘務している人に限ります。

●･登録項目…品名、規格､形式、

　購入年月、消耗の程度、希望

　ｲ面格、住所、氏名、電話番号

　と連絡先、その外希望条件。

ト主な取り扱い品…家具、電気

　製品、楽n.石油･ガス器具、

　自転車、ベビー・子ども用品

　　(おもちや、絵本、衣類など

　を除く)、スポーツ・レジャ

　ー用品、一般家庭用品(食器、

　洗剤、衣類、日用品などを除

　()、学習用品(雑誌・文具を

　除く）など。再利用のｲ耐直が

　あり、修理の不用なものに限

　る。転売や趣味などを目的と

　するもの、医療器材、生き物

　は対象外。なお省資源が目的

　のため、高額な提供はご遠慮

　ください。

ト品物の取り引き方法…提供､･

　希望の条件がほぼ一致した場

　合、情報センターから希望者

　に連絡し、当事者間で話し合

　っていただきます。結果は10

　日以内に希望者から情報セン

　ターに報告を。

●･問題などの処理…故障､欠陥、

　その外の問題が生じた場合は、

　当事者間で解決を。市は一切

　の問題に責任を負いません。

796

　　社会福祉協議会の法律(5E貝lO人）・年

：金・結婚・心配ごとなどの相談日程や、

：行政・人権・消費生活・精神薄弱者相談

　の日程は、62年度版「市民カレンダーと

E.rflflsk　j~φlitμ　~4£「|ﾛ」ノJJJfl、　手びき」に掲載。ご利用ください。

Ｉ　このほか、市政相談と一般生活相談は

：市役所市民相談室で、消費苦情相談は商

　工観光課で、教育相談は教育委貝会で、

：日曜日を除く毎日受け付け。家庭児童相

：談は月～金曜日の10時~161I#に総合福祉
： 会 館 3 階 の 家 庭 児 童 相 談 室 ( S ⑩ 8 6 9 8 ） I

　 で 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

：

： 　 ゜ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ：

ゝ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ･ ● ● ● 丿 ● ● ● ● ● ● ● ● ･ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ･ φ

保
健
・
衛
生
・
相
談
・
移
動
図
書
館
（
1
2
月
分

）

不用品情報センターの開設

登録お問い合わ
せ　不用品情報
センター

そ
よ
か
ぜ
号
巡
回
日
程

移
動
図
書
館

12月の燃えないゴミ・し尿収集日程表

燃えないコミ（市役所清掃事務所電話22－3141） し尿（城南衛生管理組合電話075－631－5171）

年末年始と1月分の日程表は12呼21日号で
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